
連携支援計画の概要

事業目標

事業内容

〇奈良の食文化を基盤とした新たな食品ビジネスを継続
的に創出するための仕組みを構築し、食料システム法に
基づく安定取引関係確立事業活動等について、５年間で
５件の認定を目指す。

〇研修、検討会、マッチング等の取組を支援し、事業者
間の相互理解と連携を促進する。点在している食品関連
事業者が連携することで、地域資源（原材料）の調達か
ら加工・製造、流通、販売に至るまでを一体的に捉え、
複数の事業者が役割分担しながら、新たな食ビジネスを
継続的に創出できる体制を整備する。

計画のイメージ

実施時期
2026年4月 ～ 2031年3月

支援機関の名称 役割
奈良県

事業進行管理、関係者調整、研修会・検討会・マッチング等の企画運営、情報発信及び行政連携
一般社団法人奈良のうまいもの会
ｈＡＢ（ 事務局コーディネーター ） 上記に加え、食に関するプロデュース活動

2026年４月10日認定

連携支援事業者 奈良県 連携支援事業

連携支援事業を共同で実施する者の役割分担

[奈良地域コンソーシアム]

【参画事業者】
外食・中食事業者 食品製造業者

農林漁業者 観光・宿泊業者 小売業者
食品卸・加工・流通業者 支援団体

［事務局]
奈良県・一般社団法人奈良のうまいもの会
ｈＡＢ：（ 事務局コーディネーター）

＜専門部会＞
農産物・

地域連携部会
＜専門部会＞

マーケティング・
研修部会

＜専門部会＞
商品開発・
価値創造部会

コンソーシアム全体への支援【支援機関】
〇農業者団体：主に原材料になりうる農産品の情報提供等
〇金融機関 ：事業遂行にあたり資金面での知見・ビジネスマッチングの創出等
〇大学 ：主にレシピ開発や専門知見の提供

・新たな食品ビジネスを継続的に創出するための仕組みを構築
・食品ビジネスにおける多様な事業者間の相互理解と連携を促進
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